
139 

⑥勤務負担軽減策の取組状況 

1）日常業務において負担が最も重いと感じる業務 

日常業務において負担が最も重いと感じる業務について、診療科別に医師責任者にたず

ねたところ、最も多かった回答は、内科、小児科、外科、救急科では「病院内の診療外業

務」（それぞれ 25.4％、24.3％、36.4％､32.6％）、精神科、整形外科、産科・産婦人科では「外

来診療」（37.9％、31.0％、26.1％）、脳神経外科では「入院診療」（21.3％）であった。 

 

図表 156 日常業務において負担が最も重いと感じる業務 

（診療科別、医師責任者） 
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